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タイを対象とした将来シナリオ分析と
現状の取り組み
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タイの気候変動政策の動向
2020年10月 国が決定する貢献(NDC: Nationally Determined Contribution) 

の提出
 2030年までに温室効果ガス(GHGs: Greenhouse gases)

をBaU比で20％削減
（2030年BaUのGHG排出量はおよそ555 MtCO2eq）

2021年10月「Mid-century, Long-term Low Greenhouse Gas Emission 
Development Strategy （中長期温室効果ガス低排出開発戦略）」
を提出
 2065年までのカーボンニュートラル達成と今世紀後半の

可能な限り早期のGHGネット・ゼロ・エミッション達成を
目標に掲げた。

2021年11月
COP26でプラユット首相は、
 2050年に「カーボンニュートラル」
 2065年までに「ネット・ゼロ・エミッション」

の達成を目指す新たな目標を表明。
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タイの温室効果ガス排出の現状（2000~2016年のインベントリ）

提供）Thailand Third Biennial Update Report (第三回隔年更新報告書)
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タイにおける長期戦略の推計手法
タイ長期戦略 P30
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タイにおける長期戦略
2025年までに排出量を頭打ちさせ、2050年までにCO2排出量を実質ゼロにする

提供元）Prof. Bundit Limmeechokchai（タマサート大シリントーン国際工学部）

COP26(2021年11月）でプラユット首相が新たな目標を表明
 2050年に「カーボンニュートラル」
 2065年までに「ネット・ゼロ・エミッション」
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タイにおける排出ゼロに向けた取り組み
エネルギーシステム
供給側
• 再生可能エネルギーの発電への展開
• 発電、産業、運輸における水素および水素起源燃料
• 発電・産業における炭素回収・利用・貯留（CCUS)
• 発電におけるバイオエネルギーとCCS付きバイオエネルギー（BECCS）
需要側
• 産業・建築物のエネルギー効率改善
• 産業・建築物における再生可能エネルギー

運輸部門
• 自家用車から大量輸送機関へのモーダルシフト
• ハイブリッド車、プラグインハイブリッド車、電気自動車(EV)
• 燃料電池車
• バイオ燃料の高配合化
• 電気鉄道
• 航空輸送から道路・鉄道へのシフト
• モーターを使わない交通手段（徒歩、自転車）の推進

産業部門（工業プロセスおよび製品の使用）
• セメント製造におけるクリンカ代替
• セメントキルンにおけるCCUS
• 地球温暖化係数の低い冷媒の使用

提供元）Prof. Bundit Limmeechokchai（タマサート大シリントーン国際工学部）
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タイにおける排出ゼロに向けた取り組み
廃棄物部門
• 3Rの原則に基づき、一人当たりの固形廃棄物発生量を削減
• 適切な固形廃棄物管理
• 生分解性廃棄物の嫌気性消化処理
• 廃水処理（産業および自治体）
• 埋立地からのメタンガスの回収

農業部門
• 反芻動物用の改良飼料による腸内発酵の改善
• よりメタン排出の少ない稲作方法
• ドーム型消化器を使用した糞尿処理
• 肉食から食物性の食生活へのシフト

森林およびその他土地利用変化部門
• 植林
• 混農林業(Agroforestry)や商業植林
• 森林管理の改善と森林の再生
• 森林減少および森林劣化の抑制

提供元）Prof. Bundit Limmeechokchai（タマサート大シリントーン国際工学部）



Asia-Pacific Integrated Model
http://www-iam.nies.go.jp/aim/index.html

ご清聴ありがとうございました。
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